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_

在
院
者
に
対
し
、
犯
罪
性
の
あ
る
者
等
と
の
間
を

除
き
、
他
の
者
と
の
間
で
信
書
を
発
受
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
許
す
こ
と
と
し
た
。（
第
九
八
条
〜
第
一

〇
五
条
関
係
）

７

救
済
の
申
出
等

^

在
院
者
が
自
己
に
対
す
る
少
年
院
の
長
の
措
置
そ

の
他
自
己
が
受
け
た
処
遇
に
つ
い
て
苦
情
が
あ
り
、

又
は
出
院
し
た
者
が
書
籍
等
の
翻
訳
費
用
の
負
担
等

の
少
年
院
の
長
の
措
置
若
し
く
は
身
体
に
対
す
る
有

形
力
の
行
使
等
の
少
年
院
の
職
員
に
よ
る
行
為
に
つ

い
て
苦
情
が
あ
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
救

済
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
二
〇
条
〜
第
一
二
八
条
関
係
）

_

在
院
者
は
、
自
己
に
対
す
る
少
年
院
の
長
の
措
置

そ
の
他
自
己
が
受
け
た
処
遇
に
つ
い
て
、
監
査
官
及

び
少
年
院
の
長
に
対
し
、
苦
情
の
申
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二
九
条
及
び
第
一
三

〇
条
関
係
）

４

在
所
者
の
観
護
処
遇

^

在
所
者
の
観
護
処
遇
の
原
則

\

在
所
者
の
観
護
処
遇
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
に

し
て
誠
意
の
あ
る
態
度
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
に

よ
り
在
所
者
の
情
操
の
保
護
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
者
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
働
き
掛
け

を
行
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
健
全
な
育
成
に
努
め
、

医
学
等
の
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
活
用
し
て
行

う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
〇
条
関
係
）

]

未
決
在
所
者
の
観
護
処
遇
に
当
た
っ
て
は
、
未

決
の
者
と
し
て
の
地
位
を
考
慮
し
、
そ
の
逃
走
及

び
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠
の
隠
滅
の
防
止
並
び

に
そ
の
防
御
権
の
尊
重
に
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
一
条
関
係
）

^

在
院
中
在
所
者
の
観
護
処
遇
に
当
た
っ
て
は
、

矯
正
教
育
を
受
け
る
者
と
し
て
の
地
位
を
考
慮

し
、
そ
の
改
善
更
生
及
び
円
滑
な
社
会
復
帰
に
資

す
る
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
二
二
条
関
係
）

_

健
全
な
育
成
の
た
め
の
支
援

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
在
所
者
に
対
し
、
そ
の
自

主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
生
活
態
度
に
関
し
必
要

な
助
言
及
び
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
学
習
、
文
化

活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
を
与
え
、
そ
の
活
動
の

実
施
に
関
し
必
要
な
助
言
及
び
援
助
を
行
う
こ
と
と

し
た
。（
第
二
八
条
及
び
第
二
九
条
関
係
）

`

外
部
交
通

\

被
観
護
在
所
者
に
対
し
て
は
、そ
の
保
護
者
等
、

重
大
な
利
害
に
係
る
用
務
の
処
理
の
た
め
面
会
す

る
こ
と
が
必
要
な
者
等
と
の
面
会
を
原
則
と
し
て

許
し
、
そ
れ
以
外
の
者
と
の
面
会
に
つ
い
て
も
許

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
未
決
在
所
者
に
対

し
て
は
、犯
罪
性
の
あ
る
者
等
と
の
面
会
を
除
き
、

他
の
者
と
の
面
会
を
原
則
と
し
て
許
す
も
の
と
し

た
。（
第
八
〇
条
〜
第
九
一
条
関
係
）

]

被
観
護
在
所
者
及
び
未
決
在
所
者
に
対
し
、
他

の
者
と
の
間
で
信
書
を
発
受
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
許
す
こ
と
と
し
た
。（
第
九
二
条
〜
第
一
〇
四

条
関
係
）

a

救
済
の
申
出
等

\

在
所
者
が
自
己
に
対
す
る
少
年
鑑
別
所
の
長
の

措
置
そ
の
他
自
己
が
受
け
た
観
護
処
遇
若
し
く
は

鑑
別
に
つ
い
て
苦
情
が
あ
り
、
又
は
退
所
し
た
者

が
書
籍
等
の
翻
訳
費
用
の
負
担
等
の
少
年
鑑
別
所

の
長
の
措
置
若
し
く
は
身
体
に
対
す
る
有
形
力
の

行
使
等
の
少
年
鑑
別
所
の
職
員
に
よ
る
行
為
に
つ

い
て
苦
情
が
あ
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
に
対
し
、

救
済
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
〇
九
条
〜
第
一
一
七
条
関
係
）

]

在
所
者
は
、
自
己
に
対
す
る
少
年
鑑
別
所
の
長

の
措
置
そ
の
他
自
己
が
受
け
た
観
護
処
遇
又
は
鑑

別
に
つ
い
て
、
監
査
官
及
び
少
年
鑑
別
所
の
長
に

対
し
、
苦
情
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
一
八
条
及
び
第
一
一
九
条
関
係
）

b

そ
の
他
の
処
遇

在
所
者
の
観
護
処
遇
に
つ
い
て
、
^

か
ら
a

ま
で

の
ほ
か
、
入
所
、
保
健
衛
生
及
び
医
療
、
物
品
の
貸

与
等
及
び
自
弁
、
金
品
の
取
扱
い
、
書
籍
等
の
閲
覧

等
、
宗
教
上
の
行
為
等
、
規
律
及
び
秩
序
の
維
持
、

退
所
等
に
関
し
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と

と
し
た
。（
第
二
三
条
〜
第
二
七
条
、
第
三
〇
条
〜
第

七
九
条
及
び
第
一
二
三
条
〜
第
一
三
〇
条
関
係
）

５

非
行
及
び
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
援
助

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
非
行
及

び
犯
罪
の
防
止
に
寄
与
す
る
た
め
、
非
行
及
び
犯
罪
に

関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
い
て
、
少
年
、
保
護
者
そ
の

他
の
者
か
ら
の
相
談
の
う
ち
、
専
門
的
知
識
及
び
技
術

を
必
要
と
す
る
も
の
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、

助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
非
行
及
び
犯

罪
の
防
止
に
関
す
る
機
関
又
は
団
体
の
求
め
に
応
じ
、

技
術
的
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
と
し

た
。（
第
一
三
一
条
関
係
）

６

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
少
年
院
法
の

施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

８

仮
退
院
、
退
院
及
び
収
容
継
続

保
護
処
分
在
院
者
の
仮
退
院
又
は
退
院
を
許
す
べ
き

旨
の
申
出
及
び
二
〇
歳
又
は
二
三
歳
を
超
え
た
保
護
処

分
在
院
者
の
少
年
院
へ
の
収
容
の
継
続
に
つ
い
て
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
五
条
〜

第
一
三
九
条
関
係
）

９

そ
の
他
の
処
遇

在
院
者
の
処
遇
に
つ
い
て
、３
か
ら
８
ま
で
の
ほ
か
、

入
院
、
保
健
衛
生
及
び
医
療
、
物
品
の
貸
与
等
及
び
自

弁
、
金
品
の
取
扱
い
、
書
籍
等
の
閲
覧
、
宗
教
上
の
行

為
等
、
規
律
及
び
秩
序
の
維
持
、
賞
罰
、
出
院
等
に
関

し
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二

〇
条
〜
第
二
二
条
、
第
四
八
条
〜
第
九
〇
条
、
第
一
一

二
条
〜
第
一
一
九
条
、
第
一
三
三
条
、
第
一
三
四
条
及

び
第
一
四
〇
条
〜
第
一
四
五
条
関
係
）

10

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
少
年
鑑
別
所
法
（
法
律
第
五
九
号
）（
法
務
省
）

１

総
則

こ
の
法
律
は
、
少
年
鑑
別
所
の
適
正
な
管
理
運
営
を

図
る
と
と
も
に
、
鑑
別
対
象
者
の
鑑
別
を
適
切
に
行
う

ほ
か
、
在
所
者
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
者
の
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
観
護
処
遇
を
行
い
、
並
び
に
非
行

及
び
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
援
助
を
適
切
に
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

少
年
鑑
別
所
の
運
営

^

少
年
鑑
別
所
は
、
鑑
別
対
象
者
の
鑑
別
を
行
い
、

少
年
法
第
一
七
条
第
一
項
第
二
号
の
観
護
の
措
置
が

執
ら
れ
て
少
年
鑑
別
所
に
収
容
さ
れ
る
者
等
を
収
容

し
、こ
れ
ら
の
者
に
対
し
必
要
な
観
護
処
遇
を
行
い
、

並
び
に
非
行
及
び
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
援
助
を
行

う
施
設
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

_

少
年
鑑
別
所
に
、
こ
れ
を
視
察
し
、
そ
の
運
営
に

関
し
、
少
年
鑑
別
所
の
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る

も
の
と
し
て
、
少
年
鑑
別
所
視
察
委
員
会
を
置
く
こ

と
と
し
た
。（
第
七
条
〜
第
一
〇
条
関
係
）

３

鑑
別
対
象
者
の
鑑
別

^

鑑
別
対
象
者
の
鑑
別
に
お
い
て
は
、
医
学
等
の
専

門
的
知
識
及
び
技
術
に
基
づ
き
、
鑑
別
対
象
者
に
つ

い
て
、
そ
の
非
行
又
は
犯
罪
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
資

質
上
及
び
環
境
上
問
題
と
な
る
事
情
を
明
ら
か
に
し

た
上
、
そ
の
事
情
の
改
善
に
寄
与
す
る
た
め
、
そ
の

者
の
処
遇
に
資
す
る
適
切
な
指
針
を
示
す
こ
と
と
し

た
。（
第
一
六
条
関
係
）

_

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
家
庭
裁
判
所
、
地
方
更
生

保
護
委
員
会
、
保
護
観
察
所
の
長
、
児
童
自
立
支
援

施
設
の
長
、
児
童
養
護
施
設
の
長
、
少
年
院
の
長
又

は
刑
事
施
設
の
長
か
ら
、
保
護
処
分
に
係
る
事
件
の

調
査
又
は
審
判
を
受
け
る
者
、
保
護
処
分
の
執
行
を

受
け
る
者
、
二
〇
歳
未
満
の
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
の

執
行
を
受
け
る
者
等
に
つ
い
て
鑑
別
を
求
め
ら
れ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条
関

係
）

`

少
年
鑑
別
所
の
長
は
、
少
年
法
第
二
四
条
第
一
項

第
三
号
の
保
護
処
分
の
決
定
を
受
け
た
者
等
に
つ
い

て
鑑
別
を
行
い
、
各
少
年
院
に
つ
い
て
指
定
さ
れ
た

矯
正
教
育
課
程
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
そ
の

者
を
収
容
す
べ
き
少
年
院
を
指
定
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
八
条
関
係
）

◇
少
年
院
法
及
び
少
年
鑑
別
所
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
六
〇
号
）（
法
務

省
）

１

少
年
院
法
及
び
少
年
鑑
別
所
法
の
施
行
に
伴
い
、
旧

少
年
院
法
を
廃
止
し
、
更
生
保
護
法
ほ
か
五
の
関
係
法

律
に
つ
い
て
規
定
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
所
要
の

経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
法
律
は
、
少
年
院
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
六
一
号
）

（
国
土
交
通
省
）

１

海
岸
保
全
施
設
の
定
義
の
改
正

海
岸
保
全
施
設
に
、
津
波
、
高
潮
等
に
よ
り
海
水
が

堤
防
又
は
胸
壁
を
越
え
て
侵
入
し
た
場
合
に
こ
れ
に
よ

る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
当
該
施
設
と
一
体
的
に
設

置
さ
れ
た
根
固
工
又
は
樹
林
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
確

化
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）
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